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事
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局
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中
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隆
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安
倍
首
相
が
経
済
界
に

賃
上
げ
を
求
め
た
、
い
わ

ゆ
る
「
官
製
春
闘
」
と
言

わ
れ
る
春
季
生
活
闘
争
が

２
年
目
を
迎
え
た
。
昨
年

�
月
の
政
労
使
会
議
を
ふ

ま
え
、
連
合
は
２
％
以
上

の
ベ
ア
を
求
め
、
経
団
連

も
「
ベ
ア
は
選
択
肢
の
一

つ
」
と
協
調
姿
勢
を
見
せ

る
。
経
済
の
好
循
環
実
現

に
向
け
、
ま
ず
は
賃
金
の

引
き
上
げ
が
必
要
と
い
う

共
通
認
識
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。

　
安
倍
首
相
の
狙
い
は
、

黄
色
信
号
の
つ
い
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
立
て
直
し
、

政
権
基
盤
の
一
段
の
強
化

を
図
る
こ
と
だ
ろ
う
。
集

団
的
自
衛
権
、
憲
法
改
正

な
ど
戦
後
総
決
算
を
一
気

に
突
き
進
む
た
め
に
は
当

面
の
経
済
成
長
が
欠
か
せ

な
い
。
そ
の
か
な
め
が
賃

上
げ
と
い
う
判
断
だ
。
き

わ
め
て
政
治
性
の
強
い
動

き
だ
。

　
日
本
労
働
ペ
ン
ク
ラ
ブ

は
２
０
１
４
年
９
月
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
訪
問
団

（
�
人
）
を
派
遣
し
た
。

１
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

約
５
万
５
０
０
０
米
㌦
で

世
界
第
８
位
。
日
本
（
３

万
８
０
０
０
米
㌦
、�
位
）

よ
り
４
割
も
上
回
る
。
１

９
６
５
年
の
独
立
以
来
、

建
国
の
父
リ
ー
・
ク
ワ
ン

ユ
ー
が
率
い
る
人
民
行
動

党
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
の
事
実
上

の
一
党
支
配
体
制
が
経
済

成
長
を
推
進
し
て
き
た
結

果
だ
。

　
同
国
の
賃
上
げ
に
、
そ

の
支
配
体
制
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
る
。
賃
上
げ
は
毎

年
、
政
府
、
経
営
者
、
労

働
者
の
三
者
で
構
成
す
る

全
国
賃
金
評
議
会
で
調
整

さ
れ
、
事
実
上
決
定
さ
れ

る
。
最
大
の
労
働
団
体
、

全
国
組
合
会
議
（
Ｎ
Ｔ
Ｕ

Ｃ
＝
組
合
員
�
万
人
）
の

議
長
は
政
府
の
首
相
府
大

臣
を
務
め
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ

Ｕ
Ｃ
の
現
役
メ
ン
バ
ー
が

政
府
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
に

出
向
し
て
お
り
、
政
府
と

の
関
係
は
密
接
と
い
う
。

　
政
労
使
一
体
の
政
策
運

営
が
賃
金
水
準
を
高
め
、

観
光
客
で
賑
わ
う
赤
道
直

下
の
先
進
国
を
も
た
ら
し

た
の
は
事
実
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
一
方
で
選
挙
期

間
中
を
除
い
て
、
政
治
的

な
発
言
を
す
る
の
は
タ
ブ

ー
と
い
う
。
訪
問
中
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
評
し
て

「
明
る
い
北
朝
鮮
」
と
い

う
言
葉
を
数
回
聞
い
た
。

そ
の
根
拠
は
明
確
で
は
な

い
が
、
最
近
、
同
じ
言
葉

を
週
刊
朝
日
誌
上
で
見
つ

け
た
。

　
２
月
�
日
号
の
堀
江
貴

文
氏
の
「
ホ
リ
エ
モ
ン
の

時
事
批
評
」
。
「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
一
党
独
裁
に
つ

い
て
＜
明
る
い
北
朝
鮮

だ
＞
と
揶
揄
す
る
人
も
い

る
が
…
」
。

　
翻
っ
て
日
本
は
ど
う

か
。
世
界
に
誇
れ
る
欧
米

型
の
民
主
主
義
国
家
と
思

う
。
だ
か
ら
こ
そ
堂
々
と

労
使
が
自
主
的
に
賃
金
を

決
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。「官

製
春
闘
」
の
狙
い
や
思
惑

は
三
者
別
々
だ
ろ
う
。
だ

が
、
「
政
府
」
が
介
入
す

る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え

る
。目
指
す
べ
き
は
脱
「官

製
春
闘
」
だ
。


